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アクアトップSEPは変性シリコーン樹脂をベースに特殊な

無機フィラーを配合し、非常に微細な無機フィラーの成分

のため透湿性を有する塗膜となります。

基材 塗膜 基材 塗膜

通常のエマルション塗料 アクアトップSEP

ｱｸｱｼｰﾙ
含浸層

樹脂層

顔料等

ｼﾘｺｰﾝ
樹脂等

－１－

1.「アクアトップSEP工法」 概 念 図



アクアトップSEPの一般性状は、下記のとおりです。

外  観 粘稠 液体

成  分 シリコーン樹脂系合成樹脂エマルション

および特殊無機フィラー

粘  度

（23℃）

約 100 （ストーマー粘度計、KU 値）

不揮発分

（％）

約 60

密  度

（23℃）

約 1.5

ｐＨ 8～10

貯蔵安定性 冷暗所密封保管 ６ヶ月

備  考 消防法 非危険物

この材料の安全なお取り扱いにあたっては製品安全データシート（ＳＤＳ）をご参照ください。

上記データは代表サンプルの弊社試験値であり、規格値・保証値ではありません。

－２－

2.一般性状



試験項目 試験方法 試験結果

１ 塗膜の外観 JIS K 5663  塗膜の外観が正常である。

一次 JIS A 6909  

標準

２．０４ N/mm2２ 付着性

耐水

二次

JIS A 6909

１０日間水浸漬後

２．０６ N/mm2

３ 耐水性 JIS K 5600

常温水 10 日間浸漬後

異常なし

JIS K 5600 

(1％ Ｈ２ＳＯ４）

異常なし４ 耐液体性

Ca(OH)2飽和水浸漬

200 時間後

異常なし

５ 温冷繰り返し 水中～気中 -5℃～40℃

８サイクル

異常なし

６ 透水性 JIS K 6909 0.4 ｍｌ

７ 塗膜硬度 鉛筆引っ掻き ２Ｂ～３Ｂ

８ 促進耐候性 ｻﾝｼｬｲﾝｳｴｻﾞ-ﾒｰﾀｰ

200 時間

異常なし

９ 屋外暴露試験 ３年後 膨れ、はがれなし

１０ 水蒸気透過性 透湿比 カップ法

ﾘﾝ酸 2水素ｱﾝﾓﾆｳﾑ飽和水溶液

85～95％

アクアトップSEPの一般性能試験の結果は下記のとおりです。

3.一般性能

－３－

上記データは代表サンプルの試験値であり、規格値・保証値ではありません。



・促進耐候性試験（Ｓ-ＷＯＭ）
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アクアトップSEPは、撥水性を有する塗膜で長期に
わたり持続します。水とともに進入する汚れ等、付着
しにくくします。

*

4.試験例 ①耐候性試験 促進耐侯性

＜試験条件＞

製 品 ：ｱｸｱﾄｯﾌﾟSEP工法
塗布量 ：ｶﾀﾛｸﾞ記載量
試験方法：試験体に水滴(約2mmφ)を滴下し､その接線と試験体からなる角度を測定した。

* 塗装直後の初期撥水性は弱い事がありますが、暴露とともに0.5～3ヶ月で安定します。

－４－

上記データは代表サンプルの試験値であり、規格値・保証値ではありません。



アクアトップＳＥＰは、撥水性を有する塗膜で長期にわたり
持続します。水とともに進入する汚れ等、付着しにくくします。

無塗布 ｱｸｱﾄｯﾌﾟSEP 工法

外観 － 変化なし

撥水性 × ○

暴露試験前

吸水量 (g) 142.6 (1.0) 11.7（0.08）

外観 変化なし 変化なし

撥水性 × ○

０．５年

吸水量 (g) 144.2 (1.0)  7.6 (0.05)

外観 汚れ微 汚れ微

撥水性 × ○

１．５年

吸水量 (g) 144.7 (1.0)  9.1 (0.06)

外観 汚れ小 汚れ小

撥水性 × ○

２．０年

吸水量 (g) 144.6 (1.0)  8.7 (0.06)

［吸水試験］
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• 試験結果

＜試験条件＞
製 品 ：ｱｸｱﾄｯﾌﾟSEP工法
基 材 ：ｹｲｶﾙ板
外 観 ：基材表面の汚れ具合を目視観察。
撥 水 性：水滴 0.5CC滴下して状態を目視。

良 ○ ＞ △ ＞ ×

吸水試験：試験体の側面をｼｰﾙし塗布面を下
にして側面の半分まで水に24時間
浸漬し吸水量を測定。

4.試験例 ②耐候性試験 屋外暴露試験

－５－

上記データは代表サンプルの試験値であり、規格値・保証値ではありません。



アクアトップSEPは従来の有機系塗膜と異なり、基材の通気性を

ほとんど損なわないため、結露の発生を抑制し、また基材内部に

含まれる余剰の水分を水蒸気として自然に放出します。よって

水分による塗膜の浮き、フクレがほとんどありません。
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4.試験例 ③透湿性試験

＜試験条件＞
製 品 ：ｱｸｱｼｰﾙ

ｱｸｱﾄｯﾌﾟSEP工法
塗 布 量：ｶﾀﾛｸﾞ記載量
試験方法：ﾘﾝ酸2水素ｱﾝﾓﾆｳﾑ飽和水溶液の入ったｶｯﾌﾟに 塗布面を上にした

試験体を重ねてｼｰﾙする。25℃，50%RHに保ち透湿量を測定する。

－６－

上記データは代表サンプルの試験値であり、規格値・保証値ではありません。



シーリング材とアクアトップSEPとの接着性は下記のとおりです。
(本データは一応の目安であり､シーリング材の伸縮にアクアトップ
SEP塗膜は追従せず、われ等生じる可能性があります。）

・シーリング材 先打ち

基材＋ｱｸｱﾄｯﾌﾟSEP 基材＋ｼｰﾘﾝｸﾞ材

（１成分形 ｼﾘｺｰﾝ系）

　＋ｱｸｱﾄｯﾌﾟSEP

基材＋ｼｰﾘﾝｸﾞ材

（ 2 成分形ﾎﾟﾘｻﾙﾌｧｲﾄﾞ）

　＋ｱｸｱﾄｯﾌﾟSEP

ｾﾛﾃｰﾌﾟ

剥離

２５／２５ ２５／２５ ２５／２５

＜試験条件＞
製 品 ： ｱｸｱﾄｯﾌﾟSEP工法
基 材 ： ｽﾚｰﾄ板
試験方法：碁盤目試験 5mm×25ﾏｽ（ｾﾛﾃｰﾌﾟ使用）
塗布条件：基材にｼｰﾘﾝｸﾞ材を塗布後(養生7日)､ｱｸｱﾄｯﾌﾟSEP工法を塗装(養生3日)する。

養生後、碁盤目試験を行う。

4.試験例 ④シーリング材との接着性

－７－

上記データは代表サンプルの試験値であり、規格値・保証値ではありません。


